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市民主体の地域づくり活動計画の評価の進め方

▼研究の概要（背景・目標）

滝沢市は、平成26年1月に「住民自治日本一の

市」を掲げて市制移行し、「幸福感を育む環境づ
くり」を目指した第１次総合計画を策定した。そ
して市民が自ら課題を整理し、めざす地域の姿を
考え、行動する計画として「地域別計画」（平成
27年度～34年度）を作成した。本研究では、滝沢

市が「地域別計画」の達成状況を、市民自らが検
証できるような評価手法および評価シートの開発
を目指した。そのため先進自治体で実施されてき
た住民主体の地域づくりの事例を現地調査により
検討するとともに、住民自身が評価しやすい簡易
的な評価シートの案を作成した。

▼先進地での取組と課題

①仙台市

事例集『協働のまちづくりの実践』（2018年3
月）、方法解説として『協働のまちづくりの手引
き』（同）を刊行。事例と協働の流れ（ＰＤＣＡ
サイクル）を取り上げており、住民が活動を計
画・実践・評価していくうえで十分に参考になる
内容をもっている。

②東京都日野市

平成26～28年度にかけて、個々の自治会ではな
く、8つの中学校区を単位とした区域に地域懇談
会を設定し、アクションプランの作成を呼びかけ、
住民の自主的な活動を支援した。新しいコミュニ
ティづくりの3つの知恵として、「できることを
持ち寄る」、「ゆるやかなつながり」、「地域の
“個性〝を楽しむ」を掲げ、「知る」→「考え
る」→「動き出す」→「続ける」という過程を提
案している。

▼研究の内容（方法・経過）

滝沢市が2018年6月29日に開催した「滝沢市地域づ

くり研修会」で研究代表者が講演と地域別計画を振り
返るワークショップを実施し、評価の課題を抽出した。
次に、研究代表者は先進地域で実施されてきた住民主
体の地域づくりの事例を現地調査により検討した。訪
問した地域は①宮城県仙台市（2019年2月2日）、②
京都府南丹市（同年2月28日）、③東京都日野市（同
年3月8日）である。共同研究者は「地域別計画活動モ

デルシート」および「地域別計画事業実施シート」の
内容から、十分に取り組まれていること、取り組みが
少ない領域や背景などを考慮し、客観的評価基準と評
価項目の作成を進めた。

▼評価シート
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評価シートの作成の具体的な内容は、市内のある
地区をモデルにして、「地域別計画活動モデルシ
ート【世代活動モデル】」および「地域別計画事
業実施シート」に記載されている内容から地域ご
との状況を整理した。そのうえで、十分に取り組
まれていること、取り組みが少ない領域や背景な
どを考慮し、客観的評価基準と評価項目の作成を
進めた。今後は、滝沢市の地域活動の新しい担い
手を確保し、多様な意見を取り入れて、自治会単
位からより広域な11の地域を単位とした活動の活
性化を図り、計画のＰＤＣＡサイクルが円滑に達
成されるしくみづくりを行う必要がある。
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